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北大水産象報

29(4)， 325-337. 1978. 

緑藻シオゲサ属8種の生活史について

越坂雅樹*

On the Life History of Eight Species of Cladophora 

(CWorophyta， Cladophoraceae) 

Masaki KOSHIZAKA * 

Abstract 

(1) The pre自enもpaperdeals wi色hthe sea日onalgrowth， the formation晶nd
liberation of swarmers and aspec旬 ofthe cytology a自 reg晶吋Bthe life hi前oryof 
eight marine speci田 ofOlad叩horaaround Hakod抗e，Japan: 01. alb仇 (Huds・)
Kutz.， Cl.α，re叫αril日 Sakai，01. opαωSakai， 01. rudolph似叩 (0.Ag.) Harv. f. 
門tdo1p抑制， α.r'叩 estris(L.)副もz.f. 8'!必明ar仰 Foslie，01. sakaii Abbo“， Cl. 
spe氾iosaS乱kaiand 01. stimps仰 iiHarv. 
(2) All species examined grow from the spray zone toもhelower parもofthe

interもidalzone， but each speciωhas its own char副総ristich山itat. The speciω 
which品ppearin the upper part ofもheinte凶id晶1zone are Cl. rudolphia仰 f.
rudo1phi側 α，01. are叩 ria，Cl.開r，pestrisf. s仙叩ri'叩 ，01.句協caand 01. st初切8仰 ii，
but色heh品bi旬色sof the first七hr朗自pecies品remuch influenωd by fresh waters 
such制 riversand rainfalls. The remaining four species晶reobserved凶roughouも
もheyear in the middleむothe lower pa凶sof the in旬刊idalzone andωmetim開祖
もheupper subli悦oralzone. 
(3) The occuηence of a sporophy旬晶nda gametophy旬。feach speciωis 

different periodically. The se品目on of maturation differs among the specie自，
and al回 dependson habi旬も eveninぬ，esam白 speciω. Gener晶llyspeaking in 
species examined， asexual reproduction 0∞urs in spring and sexual reproduωion 
in the spring色osummer. 
(4) Two sorts of swarmers were observed， one晶quadriflagellatez∞spore and 
the other晶 biflagellategamete. Both晶repear-sh乱ped. Sexual reproduc討onis 
dioecious and isogamous， but parthenogenesis may occur in 01.門tdo1phiα叩 t
rudolph伽 taand 01. specwsa beoause the haploid phase is found amongもhediploid 
germlings developing from zygo色es.
(5) 白romo自omenumbers in vege事的iveωllsare 24 in sporophy初日晶ndin 

germlings resulting from zygo旬 and12 in a gameもophytesand germlings resulting 
from zoωporωMeiosis w品目 observed only within zoω，porangia preceding the 
formation of zoospores. 
(6) The life historγofもheeight speciωex晶minedis concluded to consist 
of an al旬rnationof diploid sporophyt唱sand morphologically similar haploid 
gametoph，抑制 onthe basis ofもhefield observations and cytol噌icalstudies. 

権北海道大学水産学部水産植物学講座

(Laboratory 01 Marωe Botany， Faculty 01 Fishe円・es，Hokkaido University) 
現住所: 北海道帯広三条高等学校

(Present address: Hokk品idoObihiro Sanjo High School， Nishi 23寸0，Min晶mi2-chome， 
Ob血iroHokkaido 080-24， J乱，pan)
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緒言

緑藻シオグサ属植物 Cladop.ゐ叩は古くから多くの研究がなされて来たが，その殆んどが細胞学的

並びに分類学的研究である。一方乙の属の生活史は Schussnigl-5)，Foyn6-7)， List8>， Higgins9-10)， 
Blindingll)，千原12)，Sinha13-1')らによって調べられている。乙れまで減数分裂は配偶子叉は遊走子

形成のいずれかの場合に行われる乙とが明らかにされており， その結果，複相の世代からのみなって

核相の交代がみられない型と単複相の両世代が交代する型の両者が知られて来た。

日本産シオグサ属は 30種9品種が知られている17)が，チャシオグサ Cl.wrightiana K甘tz. (千

原叫)以外は生活史が調べられていない。そ乙で著者は本属の生活史について更に知見を深めるため

に， 1969年から 1976年の7年聞にわたって北海道特に函館付近に生育する海産シオグサ属8種， ワ

タシオグサ Cl.albi・da(Huds.) K，首tz.，スナシオグサ Cl.arelUlria Sakai，ツヤナシシオグサ Cl.

opaca Sakai， タマリシオグサ Cl.rudolphiana (C. Ag.) Harv. f. rudolphiana， イワシオグサ Cl.

rupestris (L.)耐tz.f. submarina Foslie， アサミドリシオグサ Cl.sakaii Abbott， ミヤピシオグ

サ Cl.speciosa Sakai，キヌシオグサ Cl.stimpsonii Harv.について季節的消長，生殖細胞の形成と

放出時期を調べると共IL，既IL明らかにしたミヤピシオグサ以外の7種の染色体数1ののほかに細胞

学的研究も行ったもので，それらの結果について報告する次第である。

稿をすすめるに先だって， 本論をとりまとめるにあたり種々お世話をいただいた北海道大学水産学

部正置富太郎・ま表照・斉藤譲・山本弘敏

の諸先生方に謝意を表します。

材料及び方法

本研究に用いられた材料の採集地及び

採集年月日は図 1，表11ζ示す通りであ

るが， そのうち季節的消長が観察された

のは函館市内の志海苔・立待岬・穴澗，

上磯町七重浜のほか木古内町更木の5地

点である。観察及ぴ採集は年簡を通じて

毎月干潮時に行い， その際，得られた藻

体の一部を海水を入れたまま北海道大学

水産学部にもち帰り実験に供した。又，

遊走細胞の放出を促すため， 成熟した藻

体を減過海水を満したガラスパット内IL

スライドグラスを敷いたものの中に入れ，

遊走細胞が着生したスライドグラスは翌

日シュライパー液又は ESP培地を用い

て培養を行った。核分裂やその他細胞内

容物を観察するため， 午前0時から午前

4時まで 1時間毎ILカルノア氏液で固定

し， ウイットマン氏酢酸ヘマトキシリン

・抱水クロラール液で染色したあと， 押

しつぶし法によってプレパラ{トを作製

した。

ん炉

蜘t釦1D3e

Fig. l. Map showing the si飴 ofぬe10ωlities. 
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Table 1. Oolleding dαtα of Oladopkora制 edfor the presen stui1y. 

Specie渇 Date Localiもy

MM.'70;Jun.&Jul.'72;7M5品;yJaMn.u& l-'73;Apr. 
to Jul. '74; M晶r.to Aug. '75; Jan. & Feb. '76 Anama (Hakodate Ci勿)

01.αlbida Jul. '69; M品，y& Jun.‘70; Mar.も.oMay& Oct. Shinori (H品，kodateC.) 
も.0Dec. '72;M晶r.色.0Dec.' 75; J晶n.& Feb. '76 

Mar. to Aug. '75; J乱n.& Feb. '76 S晶raki(Kikon晶iTown) 

Jun. & Jul. '70; M品Y& Jun. '72; Apr. & Jun. 
Saraki (Kikonai T.) 

01. are叩巾 '73; Mar.もoAug. '75; J，晶n.& Feb. '76 

May to Sept. '74 Shinori (Hakodate C.) 

Mar.&'M74晶2yM.'品7r1.;Jul.'72;M品y&Jul. '73;1¥情fa。，y 
to Jul 色.0Dec. '75; J晶n.& Feb. '76 An品ma(Hakodate C.) 

Apr. & Jul. '69 Oshoro (0ぬruC.) 

O1.opacα 
Mar. & Apr. '72 Nanaehama (Hakodate C.) 

Jun. '70 Es品目hiT. 

M乱y'69;AApprr..，May &Dee.'73;Jm.&May to 
Jul. '74; Apr. to Jul. '75 

Tachimachi (Hakodate C.) 

Mar. to Jul.， Nov. & Deo. '75; J品n.& Feb. '76 Saraki (Kikon品iT.) 

Jun. '73 MatsumaeT. 

Oct. & Dec. '71; Oct. '72; Jun.， Aug. & Oct. 
Nanaeh乱ma(Hakod乱teC.)

Cf1..mmdd0O4pRphh旬ia叩叩
'73; Jun.， Jul. & Oct. '74; M品，yto Dec. '75 

M品r.to Dec. '75; J;晶n.& Feb. '76 Saraki (Kil王on品iT.) 

May & Jun. '72; May to Jul. '73; Apr. to Jun. 
Shinori (H品kodateC.) & Dec. '74; Mar. to Dec. '75; Jan. & Feb. '76 

M乱r.& Apr. '72; M品r.& Apr. '74; Mar. to 
Tachim乱。hi(H晶kodateC.)

C五1.8Tuupb慨esatTd4加8 
Jul. '75; Jan. & Feb. '76 

May，&AuFge.b，S榊epnt.&Dec.'74;Mar.もoJul. '75 
Jan. & Feb. '76 

Nanaeham晶(H乱，kod品teC.) 

Jun. '73 Matsum乱eT. 

Jul. '69; Jul. '71; Mar. & Apr. '72 Shinori (H品，kod品飴 C.)

01. sakaii 
M乱Y& Jun. '74; Mar. to Aug.， Nov. & Dec. '75 

Tachim品。hi(Hakodate C.) J品n.& Feb. '76 

Jul. '73; May to Jul. '74; Jul. '75 An品ma(H品kodateC.) 

Mar. to Aug.， Nov. & Dec. '75; J;乱n.& Feb. '76 Saraki (Kikonai T.) 

01. spe唱iosa Jun. & Jul. '70; Mar・toto JuMl品.y'75'72;Jul.'73; 
M乱Yto Jul. '74; Mar. 

Saraki (Kikonai T.) 

A&pJru.n&.S'7e3p;払 '71;tAopJru.nto. Jul.'72;J乱n.，Feb. 
Apr. to Jun. '74; Mar. to Sept.， Shinori (Hakodate C.) 

Nov. & Dec. '75; Jan. & Feb. '76 

01. stim少sonii
Apr. to Jun. '72; M晶Yto Sept. '74; May to 

Sar晶ki(Kikonai T.) 
Aug. & Ocιto Dec. '75; Jan. & Feb. '76 

Apr. & Jul. '69 Oshoro (0旬ruC.) 

Jun. '73 Matsumae T. 
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観察結果

生育場所 函館付近に生育する海産シオグサ属8種は図21L示す如く， 飛沫帯から潮間帯下部にわ

たってみられる。 しかし，それぞれの種は特有の生育場所に出現し，大別すると比較的河川や雨水な

どの淡水の影響をうけ易い潮間帯上部に出現する種(タマリシオグサ・スナシオグサ・イワシオグ

サ)や同じく潮間帯でも淡水の影響がより少ない場所に生育する種(ツヤナシシオグサ・キヌシオグ

サ)及び潮間帯中部から下部にかけて， 叉，時には低潮線付近まで繁茂する種(ワタシオグサ・アサ

ミドリシオグサ・ミヤピシオグサ)に分けるととが出来る。

.. C1adophora ru且olphiana
f. rudo1phi町田・C1.rupes主risf. sut皿arina

• C1. s主impsonii
ロC1.opaca 
企口工 arenaria

... C1. albida 
o C1. speciosa ・C1.sakaii 

Fig. 2. A depth profile ofもheinterもidalzoneぬroughthe habi旬旬ofeight marine Oladophora 
日:pecles.

季節的消長 (1) ワタシオグサ:志海苔では周

年藻体がみられる。まず胞子体の幼芽が9月下旬

から 10月中旬頃11:見られ，とれらが 12月頃から生

長を始めて， 1月から 4月には成体になる。その問，

2月初め頃から成熟し， 3月すぎには遊走子の放出

が行われる。しかし， 4月から 6月にかけて藻体の

凋落がみられる。胞子体の凋落と共IL長さ 3......5cm

位の配偶体の幼芽が見受けられるようになり， 6月

中旬過ぎから著るしく生長し始める。成熟は8月

にかけて行われ，配偶子が形成されて放出がみら

れる(図3)。一方穴澗と更木では8月中旬から 12

月下旬(更木)， 又は 1月すぎ(穴澗)まで藻体は

みられず，胞子体の成熟はいずれの地点でも志海

苔より若干おくれるが，配偶体の成熟及ぴ消滅は

早い(図4)。成熟した藻体は 10......15cmの長さに

達する。

Dec 
蜘 胞四

S句 lIar 

Jun 

Fig. 3. Life cycle of Olad，叩horaalbida 
企omShinori， 1王品kodate.

(2)スナシオグサ: 更木に於げる観察では 0.5-1cm位の長さの胞子体の幼芽が 11月下旬に砂で

おおわれた岩上IL見え始め， 12月から 1月には長さ 5cm，2月中旬頃には 5-10町1K生長し 3月

すぎ頃まで遊走子嚢をもった成熟体がみられる。 しかし 4月から 5月にかけて藻体は凋落する。ー

ホ配偶体の幼芽がそれら IL代って出現し，やがて5月中旬から 7月にかけて生長し，長さ 5-lOcm
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Fig. 4. Diagrammatic repr閃 entationof se晶sonalperiodicity of Oladophoraαlbωα 叫 three
differen七10ωliもi閃. (A) An品ma，H晶kod叫e，(B) Shinori， Hakod抗e品nd(C) S晶raki，
Kikonai. 
Abbreviations used in figures: Z=zoospore formation; G=game句 formation.

助E

拘-

IIn 

Dec 

醐ar拘

Juu 

Fig. 5. Fig. 6. 

Fig. 5. Life cycle of Oladophora arenaria from Saraki， Kikonai. 
Fig. 6. Life cycle of Oladopho畑中acafrom Anama， Hakodate. 

になり 7月から 8月の候IL成熟する。とれらも 8月上旬には殆んど凋落し， やがて藻体は消滅す

る。従って8月中旬から 11月中旬頃までは藻体がみられない(図5)。

(3) ツヤナシシオグサ: 穴澗では9月頃から長さが 0.1-1.0叩の極く若い胞子体がみえ始め，

12月から 2月I吋〉げて 6-8cm11:生長する。しかし，波浪の弱い岩蔭では 10-12cmの比較的長い
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ものが見られる。成熟は2月から 3月の候にかけて行われて遊走子が放出される。 やがて配偶体の幼

芽が老成した胞子体に混じって出現し， 4月から 5月にかけて生長して 7月から 8月には成熟して

配偶子の放出がみられる。しかし， 8月上旬すぎには殆んどの藻体が枯死流失して了う(図的。更木

では胞子体の幼芽の出現がやや遅くて 11月に入ってからみられるが，生長と成熟の時期は穴澗の場合

とほぼ同じである。一方，配偶体の生長は若干遅れるが，成熟はやや早く， 8月から 10月までの聞は

藻体は見られない{図7)。

Game切hyte Spor叩hyte

Mar Apr May Jun Jul Aug 抑制 Nov Dec 蜘陥 Mar

Fig. 7. Di晶grammaticrepresen句もionof sea自on乱1periodicity of Oladophora OPlWα叫もwo
different localiも，ie自 A:Anama， Hakodate; B; Saraki， Kikonai. 

(4) タマリシオグサ: 七重浜で配偶体の幼芽が5月から 6月にかけて多数観察され， それらが

7月には長さ 15cm位の成体K生長する。成熟体は8月tとみられ，配偶子の放出が行われる。その後

配偶体は凋落するが，それらに混じって配偶子の発芽体がみられ， やがてそれらは 11月には長さ 15

m 位の胞子体に生長する。遊走子の放出もその頃にはみられるが 1月から 5月まではいかなる藻

体も存在しない(図的。更木では七重浜の場合と

やや異なり，配偶体の幼芽が 4月から 5月iとみら

れ， 6月には十分生長する。配偶子の放出は8月か

ら9月にかけてみられるが， 同時に藻体も凋落す

る。乙の頃Kは胞子体の幼芽が出現する様になり，

それらは 1月には成体になり， 3月から 4月にかけ

て遊走子を放出する。志海苔では七重浜の場合と

似ているが，配偶体の出現も配偶子の放出もやや

早い。従って胞子体の出現もやや早いが，遊走子

の放出は少しおくれ， 藻体も遅くまで残る(図的。

(5)イワシオグサ: 七重浜では長さ 0.5cm以

下の胞子体の幼芽が 10月中旬頁から出現し， 11月

中旬から 3月上旬にかけて繁茂する。 3月上・中旬

頃から遊走子に由来した配偶体の幼芽が見え始め，

ζれらが5月上旬から 7月中旬まで生長して群落

をつくる。配偶子の放出は6月中旬頂から始まる

-330-
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Fig. 9. Di晶grammaticrepresen旬も，ionof se晶sonalperiodicity of Cladophora問 dolph伽w， f. 
rudolphia加乱ももhreedifferent looalitie日. A: Nan晶eh乱，ma，H品ko白色e; B; Shinori， 
H晶kodate; C: Saraki， Kikonai. 

が，配偶体は8月には消失する(図10)。立待岬で

は胞子体の幼芽の出現がやや遅く， 11月上旬から

12月にかけてみられるが，胞子体の成熟及ぴ配偶

体の幼芽の出現時期は七重浜の場合とほぼ同じで

ある。しかし，配偶子の放出は6月上旬に行われ，

7月には藻体は存在しない(図 11)。

(6) アサミドリシオグサ: 立待岬及び更木では

8月中旬すぎから 10月末まで藻体はみられない。

乙れら 2地点では 11月から 12月にかけて約 0.5

m 位の肉眼的幼芽がみられるが， ζれらはその後

生長して3月頃までには長さ 5-15cmの成体が密

生するようになる。成熟は 2月下旬頂から行わ

れ， 3月中旬まで遊走子の放出がみられる。 3月か

ら5月にかけて枯れかかっている胞子体に混じっ

て配偶体の幼芽が認められ， 乙れらの幼体は 5月

lJec 

肱t

S叩・

伽E

Fig. 10. Life cycle of Clad叩hora
rupestris f. 8'!め骨協7・ina from 
Nanaehama， H晶kodate.

から 7月には十分生長して 5-15cm位の長きにな

る。しかし， 配偶体の放出は7月下旬にならなければみられない(図 12)。尚，穴澗と松前では藻体

のより長いものが多く 20-30cmKも達する。

(7) ミヤピシオグサ: 函館付近では更木にのみ見られる。藻体は 3月から 8月までの6ヶ月の間

生育し，それ以外の時期にはみられない。胞子体は春先きに出現し， 遊走子の放出は5月中旬から 6
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; z: 
Spo岬hytellm 
Feb Mar j却

Fig. 11. Diagrammatic representation of seasonal periodicity of 0伽均1wra附 :pestri8f. 
soo隅ari閥抗もwodifferent locali七ies. A: N晶naehama，H北odate;B: T晶chimachi，
E品kod抗e.
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助E
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側、
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Fig. 12. Life cycle of Cladop1wra脱却iifrom Tachimachi， Hakdate. 
Fig. 13. Life cycle of Oladop.ゐraspωiosa from Saraki， Kikonai. 

月にかけて行われる。その後配偶体が生育して 7月一杯記偶子による有性生殖がなされる。

長さは1Q-25cmf1:も達する(図 13)。

(8)キヌシオグサ: 志海苔では 11月頃に0.5cm以下の発芽体が出現し.12月から 2月t吋〉けて長

さ 30cm以上の胞子体になる。成熟は2月中旬から 3月にかけて行われ，遊走子の放出がみられる。

3月下旬には藻体の凋落が始まり 6月末tとは枯死流失して了う。一方 4月から記偶体の幼芽が見

え始め，その後引きつづいて6月頃まで生長をつづけ， 30cm以上の長きになる。配偶子の形成は7

月上旬頂から始まり放出が行われる。 8月上旬頃まで成熟体がみられるが， まもなく凋落する。しか

し，枯れた藻体は 10月頃までみられる(図 14)。更木では志海苔にくらべて藻体の出現から消失まで

の期聞が 1ヶ月程早いが，遊走子と配偶子の放出時期は大体同じである(図 15)。

藻体の
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生殖著者が観察した海産シオグザ属8種に

それぞれ形成された遊走細胞はいずれも遊走子と

配偶子であった。生殖器官は全て体先端部の数個

の栄養細胞がそのまま変成する。成熟すると栄養細

胞の色素体はやや黄色になってくるが，その後暗

緑色を呈する様にはる。やがて色素体・ピレノイド

及ぴ核などの細胞内容物が互いに絡み合う様にし

て細胞壁の内側11:沿ったやや太い網目状の班点を

形成し，更に成熟すると，網の糸に相当する部分の

輪郭がうすれて遊走細胞に変る。遊走細胞は成熟

するに従って生殖器官の中でうごめき始めるが，

まもなく活発に遊泳する様になる。遊走子嚢及び

画E偶子嚢ともに先端又は側面に円錐状の突起が生

じ，その突端部に小孔が作られる。その部分が放

出孔になり， そζから遊走細胞が 1個つづ外部11:

遊出する。その場合， 多くは前向きであるが， 時

Dec 

句

Jun 

Fig. 14. Life cycle of Clad叩hora
8timp8onii from Shinori， H北odate.

H 

Sporophyte ::二i

Sporophyte 

~ _ ~ ~ M ~ _ ~ ~ ~ ~ ~ 

Fig. 15. Diagrammatic represenぬもionof鴎舗onalperiodicity of Cladop1wra 8t初切80叫ii
at two difIerent localities. A: Shinori， Hakodate; B: S晶rakai，Kikonai. 

には横向きゃ後ろ向きのζともある。放出孔は通常1個形成されるが2個の場合もしばしばみられ

る。形成される遊走細胞数は生殖器官中の核の数と一致し， 少ないものではミヤピシオグサの配偶子

の25-30個位であるが， 多いものではアサミドリシオグサの配偶子， 遊走子共にそれぞれ200-250

個位のものもある(表2)。放出は明け方から始まり 2-3時間以内11:完了する。遊走子は配偶子より

も一般に大きいが，共に西洋梨形を呈し， 色素体のほかに核と限点を 1個づっ備え，遊走子は 4本，

配偶子は2本の等長な鞭毛を頂生している。遊走子は遊出後，正の走光性を示して，直ちに基物K着

生するが，配偶子は必ず別の株から放出された同形同大の配偶子と接合して-g静止し， やがて球形
の接合子になる。発芽は遊走子も接合子も全く同じ経過を辿る。まず基質K着生したあとで光と反対

侠!の部分K突起が生じ，伸長してやがて仮根部になる。一方，突起と反対側は光の方向IC伸ぴて直立

部となり，発芽体は仮根部と直立部の上・下二つの部分K分かれる。
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Table 2. Data 01 cyto1ogica1 obae仰ationaand swa仰附

N四 berofDudeus|lDumeMofamUMe曙ωl Diameter of nucleolus 
ha  veg(μeωmt) ive cell nucleusmsomaもicceI1日 in re白色(iμnmg) nuclei 

Speci倒 (μm) 

Sporop判官 IsporoPh向 1G;前|匂orop刷|官
Ol.α1bida 50-70 50-70 3.2 3.2 1.6 1.5 

01. arenari，α 50-70 60-80 3.2 2.5-3.2 1.5 1. 0-1. 2 

01. opaω 120・130 120-130 3.0 2.6-3.0 1.2・1.5 1. 0-1. 2 

01. rudo1ph旬制
70・100 100 3.2 3.2 1. 0-1. 2 1.0・1.2

f. rudo1ph勾欄

01. rupestris 
ω-120 100 3.2 3.2 1.5 1.5 f. aub1rWri叩

01. aakaii 2ω-250 200-250 3.0-3.2 3.0-3.2 1.2 1.2 

Ol. speciosa 30-40 25・30 4.5-5.5 4.5・5.5 1. 8-2. 3 1.5・1.8

Ol. at初ザ80叫ii 50-60 50 4.5 3.0-3.5 2.0 1.5 

核相胞子体の栄養細胞はいずれも 2n= 24で遊走子形成の際に減数分裂が起り， 遊走子の核
相は n= 12を示す。 ζれらの遊走子が発芽して単棺の配偶体が形成される結果，配偶体の栄養細胞

は n= 12となる。配偶子は単相であるが接合子の発芽体は 2n= 24でやがて複相の胞子体fr.生長
するものと考えられる。以上の核相は 8種すべて同じであって例外は見られなかったが，タマリシオ

グサとミヤピシオグサの接合子の発芽体の中で 12個の染色体を有するものもあった。 ζれは恐らく

配偶子が単為発生したものだろうと推測されたが，発生の過程は観察できなかった。

考 察

シオグサ属の季節的消長については乙れまで余り報告がなく， 淡水産カモジシオグサで List8)，

Masonl9)， Bellis釦 dMcLarty20)，が調ぺ，又，海産種では千原12)がチヤシオグサで観察しているにす

ぎない。函館付近に生育している 8種についてはいずれも l年生であって，チャシオグサの様IL多年

生のものは存在しない。胞子体と配偶体の出現時期はそれぞれの種では年間を通じて異なり，同一種

に於いても両者の成体が同時に観察されるととがなかった。著者が調べた限りではシオグサ属は年に

よって若干の相違はあるが，年2回の生長， 繁茂期があって引きつづき藻体は成熟する。従って年2

回の遊走細胞の放出時期を有するととが明らかになった。 しかし，成熟時期は種によって具なり，又，

同一種でも生育場所が異なると必ずしも同じ時期IL成熟するとは限らない。 ζの様に季節的消長を左

右する要因としては，淡水産カモ~シオグサではあるが Bellis and McLarty20)とBellis21)は水温を

あげ，叉， Mason18)は硝酸塩や BODの値が高い時l亡繁茂する乙とを明らかにしている。著者が調べ

た8穏について， 有性生殖の時期が一般に春から夏にかけてみられ，チヤシオグサの場合とほぼ同じ
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初 eightspeeiωof Oladopho'l'a. 

Size of zoospores Size of g品meもω
Diameter Chromosome (μm) (μm) number in of zygotes 

germling of 
同 gth l MhlMgぬ lBm 

(μm) zoospore自
(M回 n) I (Mean) I (Me乱n) I (Mean) 

4.2-4.8 11.5・13.。2.0-3.2 7.6・9.0 6.5-7.0 12 
(4.5) (12.5) (2.5) (8.5) 

6.2・6.8 13.6-15.2 4.3・5.2 11.5-13.5 9.0 12 
(6.5) (14.4) (4.8) (12.6) 

4.4-5.2 9.0-10.2 3.2-4.0 6.5-7.0 8.5 12 
(4.8) (9.5) (3.5) (6.8) 

5.2-7.0 10.0-12.5 4.0-6.5 8.5-11.0 7.5-9.5 12 
(6.5) (11.5) (4.5) (9.5) 

5.5-6.5 11.0-13.5 4.2-5.8 11.0-12.5 9.0 12 
(5.6) (12.8) (4.8) (11.5) 

8.5-10.5 17.0-18.6 6.0-7.5 8.5-10.0 111 8.0 
(9.5) (17.5) (6.5) (9.5) 

9.0・10.5 13.5・17.5 3.5-5.8 6.8-11.2 8.5 12 
(9.5) (16.0) (4.8) (9.6) 

4.5・5.6 8.2-11.0 3.2・5.5 8.0-9.5 7.5 12 
(4.8) (9.5) (4:5) (9.0) 

Table 3. 邸側附伽 ofthe抑脚例e'l'8of Oladophora wh必:hhave 
be帥 'I'e1叩'I'ted80 far. 

Chromosome 
number in 
germling of 
zygo旬日

24 

24 

24 

24 

24 

24 

24 

24 

Species 
Zoωpore Gamete 

C1. glauees切符S

C1. a1bidαvar.'I'ef'l'acta 

01. g帆官ci1i8

01. ftexousa 

C1. hurohinsiae 

Ol. 'I'ef'l'acta 

Cl. wright旬制

Length (問) I Width (仰) 1 Len.gth (仰) I Widぬ(仰)

14.9-22.2 

13.8 

17.0 

21. 5-24. 5 

13.5司15.5

9.2-10.8 

6.4 

8.7 

10.5-13.5 

10.5・12.5

7.2-10.7 3.1勾4.7

10.3 5.3 

16.5咽17.5 9.0-12.5 

10・11 7-8 

12.5・13.5 8.0-9.5 

-31-8:戸訂山-13.7 1-6瓦「

であるが無性生殖は春を中心とした一時期に限られる種が多く Listのによって調べられたカモラシ

オグサの様に周年行なうものはなかった。

シオグサ属の遊走細胞については Blindingl1)， SinhaI3-16)，千原12)らの観察によるといずれも鞭毛
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は等長で頂生し， 配偶子で2本，遊走子で2-4本である。 又， ζれまで報告されて来た遊走細胞の

大きさは表31ζ示す如くである。 ζれを著者が調べた8種の値(表2)と比較すると著しい相違はみ

られない。一般に遊走子は記偶子f(.比べて大きい ζとも ζれまでに知られた事実と同じである。接合

は必ず別の藻体から放出された配偶子聞で行われ， 両性の配偶子は外観や行動でお互いに区別すると

とが困難であって， ζれらのζともシオグサ属でζれまで知られて来た事実と一致する。

シオグサ属の生活史は緒言で述べた如く現在まで2型が知られている。 1つは複相体のみで核相の

交代がみられないと考えられるもので， ζれまでにカモクシオグサのみがあるだけである。 乙の種で

は胞子体力Z複相の遊走子を年間を通じて形成し， 配偶体は春期のみ出現して減数分章受の結果単相の配

偶子を生ずる(Schussnigト 6)，List功。 もう一つの型は同形の2つの世代と核相が共に交代し， 常11:

複相の胞子体から減数分裂の結果単相の遊走子が形成される。従って配偶体は単相となる。とれは

Kylin坊のシオグサ型の生活史f(.属する。 ζの型IL属するととが確められているものは CI.SUh7匂 na

k也tz.1-2)，η" CI. pelucida (Huds.) Kutz. 6)， CI. flavescens K也tz.9-10)， Cl. flexucosa (Gri払)Harv. 

及ぴ CI.r，ψecta AI官SCh.14-1のである。以上のほかに核相については不明であるが， 同形世代の交
代が調べられているものには CI.albida (Huds.) Kutz. var. refトectaThur. とCl.serica (Huds.) 

Kutz. 11)及びチヤシオグサ1のがある。函館付近に生育する海産8種のシオグサ属の生活史はすべて複

相の胞子体と単相の配偶体の2つの世代からなり， とれらの両世代は勿論のとと雌雄両配偶体もすべ

て同形同大で，生殖器官が生じていえtい藻体ではお互いに区別する乙とは困難である。減数分裂は胞

子体が遊走子を形成する際に行われ， 生活環の形式は同型世代の交代と核相の交代が行われる後者の

型11:属する乙とが判明した。又，染色体数はいずれの種でも 2n= 24， n = 12であった。
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